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関連規定 

 

意匠法 

第十条 意匠登録出願人は、自己の意匠登録出願に係る意匠又は自己の登録意匠のうち

から選択した一の意匠（以下「本意匠」という。）に類似する意匠（以下「関連意匠」という。）

については、当該関連意匠の意匠登録出願の日（第十五条第一項において準用する特許法

第四十三条第一項、第四十三条の二第一項又は第四十三条の三第一項若しくは第二項の

規定による優先権の主張を伴う意匠登録出願にあつては、最初の出願若しくは千九百年十二

月十四日にブラッセルで、千九百十一年六月二日にワシントンで、千九百二十五年十一月六

日にヘーグで、千九百三十四年六月二日にロンドンで、千九百五十八年十月三十一日にリス

ボンで及び千九百六十七年七月十四日にストックホルムで改正された工業所有権の保護に関

する千八百八十三年三月二十日のパリ条約第四条Ｃ（4） の規定により最初の出願とみな

された出願又は同条Ａ (2)の規定により最初の出願と認められた出願の日。以下この項におい

て同じ。）がその本意匠の意匠登録出願の日以後であつて、当該本意匠の意匠登録出願の日

から十年を経過する日前である場合に限り、第九条第一項又は第二項の規定にかかわらず、意

匠登録を受けることができる。ただし、当該関連意匠の意匠権の設定の登録の際に、その本意匠

の意匠権が第四十四条第四項の規定により消滅しているとき、無効にすべき旨の審決が確定し

ているとき、又は放棄されているときは、この限りでない。 

２ 第三条第一項第一号又は第二号に該当するに至つた自己の意匠のうち前項の規定によ

り意匠登録を受けようとする意匠の本意匠と同一又は類似のものは、当該意匠登録を受けようと

する意匠についての同条第一項及び第二項の規定の適用については、同条第一項第一号又は

第二号に該当するに至らなかつたものとみなす。 

３ 第一項の規定により意匠登録を受けようとする意匠についての第三条の二ただし書の規定

の適用については、同条ただし書中「同条第四項の規定により同条第三項第四号に掲げる事項

が掲載されたものを除く。）」とあるのは、「当該先の意匠登録出願について第十四条第一項の

規定により秘密にすることを請求したときは、第二十条第四項の規定により同条第三項第四号

に掲げる事項が掲載されたものに限る。）」とする。 

４ 第一項の規定により意匠登録を受ける関連意匠にのみ類似する意匠については、当該関

連意匠を本意匠とみなして、同項の規定により意匠登録を受けることができるものとする。当該意

匠登録を受けることができるものとされた関連意匠にのみ類似する意匠及び当該関連意匠に連

鎖する段階的な関連意匠にのみ類似する意匠についても、同様とする。 
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５ 前項の場合における第一項の規定の適用については、同項中「当該本意匠」とあるのは、

「当該関連意匠に係る最初に選択した一の意匠」とする。 

６ 本意匠の意匠権について専用実施権が設定されているときは、その本意匠に係る関連意

匠については、第一項及び第四項の規定にかかわらず、意匠登録を受けることができない。 

７ 関連意匠の意匠登録出願があつた場合において、当該意匠登録出願が基礎意匠（当

該関連意匠に係る最初に選択した一の意匠をいう。以下同じ。）に係る関連意匠（当該基礎

意匠の関連意匠及び当該関連意匠に連鎖する段階的な関連意匠をいう。以下同じ。）にそれ

ぞれ該当する二以上の意匠の意匠登録出願であつたときは、これらの意匠については、第九条

第一項又は第二項の規定は、適用しない。 

８ 前項に規定する場合において、第三条第一項第一号又は第二号に該当するに至つた自

己の意匠のうち当該基礎意匠に係る関連意匠（当該関連意匠の意匠登録出願が放棄され、

取り下げられ、若しくは却下されたとき、若しくは当該関連意匠の意匠登録出願について拒絶を

すべき旨の査定若しくは審決が確定したとき、又は当該関連意匠の意匠権が第四十四条第四

項の規定により消滅したとき、無効にすべき旨の審決が確定したとき、若しくは放棄されたときを除

く。）と同一又は類似のものは、第一項の規定により意匠登録を受けようとする意匠についての第

三条第一項及び第二項の規定の適用については、同条第一項第一号又は第二号に該当する

に至らなかつたものとみなす。 

 

第二十一条 意匠権（関連意匠の意匠権を除く。）の存続期間は、意匠登録出願の日か

ら二十五年をもつて終了する。 

２ 関連意匠の意匠権の存続期間は、その基礎意匠の意匠登録出願の日から二十五年を

もつて終了する。 

 

第二十二条 基礎意匠及びその関連意匠の意匠権は、分離して移転することができない。 

２ 基礎意匠の意匠権が第四十四条第四項の規定により消滅したとき、無効にすべき旨の

審決が確定したとき、又は放棄されたときは、当該基礎意匠に係る関連意匠の意匠権は、分離

して移転することができない。 

 

第二十七条 意匠権者は、その意匠権について専用実施権を設定することができる。ただし、

基礎意匠又は関連意匠の意匠権についての専用実施権は、基礎意匠及び全ての関連意匠の

意匠権について、同一の者に対して同時に設定する場合に限り、設定することができる。 

２ 専用実施権者は、設定行為で定めた範囲内において、業としてその登録意匠又はこれに

類似する意匠の実施をする権利を専有する。 
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３ 基礎意匠の意匠権が第四十四条第四項の規定により消滅したとき、無効にすべき旨の

審決が確定したとき、又は放棄されたときは、当該基礎意匠に係る関連意匠の意匠権について

の専用実施権は、全ての関連意匠の意匠権について同一の者に対して同時に設定する場合に

限り、設定することができる。 

４ 特許法第七十七条第三項から第五項まで（移転等）、第九十七条第二項（放棄）

並びに第九十八条第一項第二号及び第二項（登録の効果）の規定は、専用実施権に準用

する。 

 

 

 

 


